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　日頃のご支援に感謝申し上げます。
　「越智たつや」は、常任委員会や特別委員会などの委員会活
動、さらには支援者の皆さまから寄せられる相談対応など、議
員としての活動が本格化し、村内を駆け回っております。
　さて、６月から９月までの期間、日本政府からの地球温暖化
防止の国民運動「チーム・マイナス６％」の協力要請により、ノー
ネクタイ、ノージャケットでの軽装『クールビズ』が社会的に励
行されております。

　「越智たつや」も、この季節は『クールビ
ズ』にて議員活動を実施しますので、皆さ
まのご理解をお願いします。

N E W S ～　東海村の身近なニュースをお伝えします　～

東海村の農業振興策と成り得るか？

～　「越智たつや」の活動内容をご紹介します　～T O P I C S
（４月）
　３日　民主党第４区 総会
　８日　中丸小学校 入学式
　９日　東海南中学校 入学式
１０日　須和間幼稚園 入園式
１３日　須和間自治会 総会
１４日　米国原子力学会ランドマーク賞
　　　　　　　　　　　　　　受賞記念講演会
１６日　青少年育成東海村民会議　定期総会
１７日　看護師不足、後期高齢者医療・学習会
２９日　日立地区メーデー
（５月）
　９日　原子力事業計画説明会
１２日　行政視察（長野県飯田市）
１３日　行政視察（東京都文京区）
２１日　連合茨城・街頭宣伝行動（東海駅）
２３日　四川大地震・街頭募金活動（日立駅）
２５日　民主党県連・自治体議員研修会
２７日　日立AP労組多賀支部OB会・総会
（６月）
　１日　東海村・春の一斉クリーン作戦
　２日　◆６月議会　開会
　４日　連合茨城・政策制度討論集会
１２日　◆６月議会　一般質問
１６日　◆６月議会　閉会
１７日　日立労組国分支部ＯＢ会・総会
１８日　行政視察（東海第二発電所）
２０日　部原地区・地権者意見交換会
２８日　地域代表者会議

 

編集後記

　中国・四川省を襲った大地震。対
岸の火事と思いきや、わずか１ケ月後
に「岩手・宮城内陸地震」が発生した。
死者の数は１２名に上り、行方不明１
０名の捜索活動も難航している。
　そんな中、県内自治体の公立小中
学校の耐震化率が報じられ、本村は
全国平均を下回る 40.5％であった。
現行の耐震基準に満たない建物は、
順次建て替えや補強を計画している
が、一刻も早い対応が必要である。
　10月に本村で開催される介護保険
推進全国サミットのシンボルとして役
場玄関に展示されている「転ばぬ先の
杖」。
　この先人の教えを、行政全般の心得
として重く受け止めたい。

V O I C  E

 

四川大地震・街頭募金活動
　民主党の議員団として、日立
駅前にてミャンマーのサイクロ
ン、および中国・四川大地震の
被災者を支援する募金活動を実
施しました。
　帰宅の途につく会社員や学生
の皆さまにご協力を頂き、３日
間で 207,060 円もの義援金を
集めることが出来ました。ご協
力頂いた皆さまに感謝申し上げ
ます。
　募金活動を通じて、災害に対
する関心の高さと人の温もりを、
改めて感じることができました。

 

東海村・春の一斉クリーン作戦

 

　電機連合の組合員さんのご協
力のもと、恒例のクリーン作戦
を実施しました。当日は、約３０
名のご参加を頂き、Ｒ６マルカワ
食堂周辺のゴミを収集しました。
　みんなで拾ったゴミの山を見
ると、一見充実した活動に思え
るのですが、心無い人の何気な
い行動から、こんなに多くのゴ
ミが捨てられている現実を考え
ると、虚しい思いです。
　クリーン作戦をやらなくても、
ゴミの無い「きれいな街づくり」
を目指したいものです。
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発行人：越智たつや後援会
日立市幸町２－１３－６
（日立製作所労働組合 日立支部内）
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　新緑の季節となり、5月～６月にかけて村内の
農作地域では、田植えや干しイモの苗植え作業が
ピークを迎えました。農業従事者は、安心・安全
な「食」の提供を目指すと共に、直面する担い手
不足への対応に苦慮しています。
　東海村では、「福祉・教育・環境・農業」を行
政の４本柱に位置付け、農業振興も重点的に取り
組んでいます。その一環として、今年度、東海村
の地産地消の拠点として、仮称「東海村農業情報
発信館」を建設します。H２１年５月の開業に向け、
建物のレイアウトなど序々に形が見えつつありま
すが、直売所に並べる地元産農作物の調達ほか、
運用面では課題が山積しているように感じます。
　自給率向上や地産地消など「食」に対する世論
が高まるなか、本村においても、真の農業振興策
を見つめ直す重要な時期に来ているのではないで
しょうか。

　東海村に住んで３７年、生まれ故郷で過
ごした２倍以上の月日になる。二人の子供
は東海村で生まれ育ち、れっきとした「東
海っ子」である。
　２年前に、戸塚に嫁いだ娘に子供ができ、
爺と呼ばれるようになった。娘が「ふるさと」
として孫を連れて帰ってくるが、孫の屈託の
無い行動と、穢れの無い目を見ていると、
東海村はこれで良いのかと不安が過ぎる。
　この３７年間、団地の周りに原子力関連
施設や遊戯施設ができるとのことで、その
都度反対したが、行政と事業者の厚い壁に
押し切られてきた。さらに、新たな産廃処理施設が２ケ所できる
とのこと。
　財政の豊かな村というが、公害の無い安心して暮らせる環境こ
そ、真の「豊かさ」ではないか？
　我々の代弁者として、越智議員の若いパワーに期待する。

藤岡慎英さん
（緑ケ丘在住）
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新規事業
ファーマーズマーケット

▲干しイモの苗植え（須和間地区）

H20年７月発行

▲『クールビズ』の意思を示すネクタイピン
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 ６月定例議会

新・白方小学校建築工事の業者が決定定例議会
議案審議

　６月定例議会が、６月２日～１６日までの会期で開催
されました。今議会では、報告６件（寄附の受入れほか）、
承認６件（東海村税条例の一部を改正する条例ほか）、
議案９件（白方小学校建築工事の請負契約の締結ほ
か）、諮問１件（人権擁護委員の候補者の推薦）が議案
として上程され、原案どおり全て可決されました。
　なお、白方小学校建築工事は、右記のとおり入札業
者５社のうち３社が辞退するなか、「五洋・コスモ・清
水特定建設工事共同企業体」が落札しました。昨今の
原油や鋼材の高騰の影響により、他自治体では入札が
不成立するケースも出ており、公共事業の先行きに不安
の声が上っています。

議場に新たな「質問席」を設置議会改革
「一問一答」

　前回の３月定例議会より、議会改革の一環として「一
問一答」方式が運用開始となりました。これにともない、
６月定例議会より議場には新たな「質問席」が設置さ
れました。登壇する議員は、村長ほか執行部に向かって
質問を行います。
　「一問一答」方式は、従来からの一括的な質疑スタイ
ルに比べて、議員からの質問に対する行政側の回答を
一つに絞って議論するため、論点が明確になりやすい利
点があります。今議会では、一般質問に登壇した１４人
の議員のうち、「越智たつや」含めて５人の議員が「一
問一答」方式にて一般質問を行いました。
　傍聴に訪れた村民からは、「一問一答の方が分かりや
すかった」など、好評の声が多数寄せられました。

東海村の直近の課題を問う越智議員の
一般質問

　６月１０日、皆さまから寄せられたご意見を元に、村の直近の課題と
して捉えている案件を中心に、一般質問を行いました。
　とくに、東海パーキングエリア（PA）スマートインターチェンジ（ＩＣ）
設置事業については、住居移転や近隣の農家にご協力を頂くなど、村
として９億円を投入する大きな事業であり、ひとりでも多くの方にご利
用頂けるＩＣにしたい、とのことです。
　質問内容と執行部答弁の抜粋を次頁に示します。

　建築物の用途や形態を制限することができる「地区
計画」という手法が参入防止策に一定の効果があると
伺っている。今後の進め方は？
　また、本年度に採択する予定の「環境都市宣言」と、
産廃処理施設の参入策との関連は？

　６月中旬に地権者を対象にした意見交換会の開催を
予定しており、土地利用のあり方について地権者の意
向をまず確認したいと思っている。その後、４自治会
を含む周辺住民との意見交換会を開催し、その結果に
基づいて、国土利用、土地利用計画、都市計画、およ
び環境面の観点など具体策を検討していきたい。
　また、さまざまな条例や規則の制定、住民の環境意
識の改善などと共に「環境都市宣言」を行うことで、
東海村は環境を大切にする村であり、住民の監視の目
も厳しい、ということを内外に示すことができる。これ
により、環境負荷の発生源となる企業等に対して、東
海村へ参入しにくい印象を与え、立地抑止の効果になる
と考えている。

　社会実験開始が、年明け以降にズレ込むと伺ってい
るが、概略日程はどのような見通しか？
　また、東海ＰＡは三郷ＩＣから 101.7km の距離に位
置しており、ETC 割引の対象外となるため、都心部へ
の利用者が見込めない。この区間は、割引対象区間の
特例として扱うよう、関係機関へはたらきかけてはど
うか？

　社会実験開始は、本年９月を目標としていたが、自
動料金収受システムの機器の発注・製造に要する工程、
交差点改良等の工程、住宅移転などを考慮し、概ね
年内には整備完了できる予定で進めている。よって、
社会実験開始は平成２０年度末頃になると考えている。
　また、東海 PA からの利用を積極的に進めるために
も、ETC 割引区間の改善を要望していかなければなら
ないと考えており、国土交通省、東日本高速道路株式
会社（NEXCO）に対して、料金体系の見直しを要望し
ていく。

　東海南中前からフローレスタ須和間方面への本線の
全線開通にともない、団地を通過する車両の数が日増
しに増えており、幹線道路化している。
　これまで以上に、延伸の早期実現を望む声が多くなっ
たが、今後の計画は？

　当初の計画では、照沼笠松線※に接続する計画だっ
たが、フローレスタ須和間の開発や都市計画マスター
プラン作成時に、ひたちなか市側の県道瓜連馬渡線ま
での延伸の計画を立ててきた。よって、ひたちなか市
との行政連絡会議が開催されるたびに、本村との接続
を要望してきた。
　今年に入り、ひたちなか市の北部の拠点となる佐和
駅周辺地区の広域消防化の検討結果から、小松原・
笠内線の整備が計画幅員１６ｍ、事業区間３５０ｍで
概ね５カ年で整備する計画の概要が示され、東海村の
要望をひたちなか市で取り入れてくれた。
　なお、フローレスタ須和間や南台団地の交通量につ
いては、ひたちなか市への
接続が完了するまでの間は
関係機関を通じて安全対
策には十分配慮し解消して
いく。

　著しく増え続ける受け入れ児童数への対応が先送り
されている感が否めない。第二学童クラブの設置も視
野に入れて、本格的な議論を開始する時期に来ている
のではないか？
　また、窓ガラスの飛散防止フィルムなど安全対策につ
いて、ポテンシャルの高い部分だけでも実施すべきでは？

　村内の３つの学童が定員１００名を越えているが、あ
くまでも登録者数であり毎日オーバーしているわけで
はない。
　しかし、１００名を越える状況が状態化した場合に
は、第二学童の設置を検討していかなければならない
と考えている。当面は、学校周辺の公共施設や放課後
の体育館の利用など、児童の居場所を増やすことを学
校や関係部署と協議していく。
　また、安全対策については、強化ガラスを配慮した
設計となっており、問題無いと考えている。
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会議録詳細は、東海村議会ホームページでご覧下さい。
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/gikai/

入札参加者

A社

B社

C社

淺沼・昭和・熊田
　　特定建設工事共同企業体

五洋・コスモ・清水
　　特定建設工事共同企業体

－

－

－

2,480,000,000

2,048,000,000

辞退

辞退

辞退

予定価格の制限範囲を超える
金額の入札により無効

★落札

入札金額 備考
（単位：円）

■白方小学校建築工事一般競争入札（郵便入札）開票状況
※入札書比較金額2,050,00,000円

「産廃処理施設の参入防止策について」 「小松原・笠内線の延伸の早期実現について」

「東海ＰＡのスマートＩＣの運用開始に
 　　　　　　　　　向けた課題について」

「学童クラブの待機児童および施設内の
　　　　　　　　　　安全対策について」

※常陸那珂港～R6笠松とを結ぶ都市計画道路

土村鈴

平政クラブ（６名）

みらいの会（６名）

みすゞの会（２名）

公明党（２名）

日本共産党（２名）

無所属（２名） 計２０名

■東海村議会　議席配置図
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